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サイバー攻撃による不正アクセス及び情報漏えい等に関するお知らせとお詫び 

  

昨今、国内外でサイバー攻撃による情報漏えいや不正アクセスの公表が相次いでいる中、弊社が社

内業務で利用しているシステム（Metabase 社が提供する BI ツール）において、脆弱性に対するリスク

が公表されておりましたが、弊社においても、当 BI ツール内の情報を第三者がアカウントを不正に利

用し閲覧できる状態にあったことが判明いたしました。お客様にご心配とご迷惑をおかけしておりま

すことを、深くお詫び申し上げます。現時点で確認している内容は、下記のとおりです。 

 

記 

1. 経緯および現状 

2026年 10月 9日弊社が利用する当 BIツールにおいて、第三者による不正アクセスを受け、不

正アカウントから弊社サービスのデータベースを検索できる状態となっていたことが発覚しまし

た。（検索のみ可能な状態であり、データ更新・削除はできないので、データ破壊などの被害は

ありません。） 

不正利用を確認した後、早急に対象アカウントの停止、関連データベースへのアクセス制限な

どの措置を実施し、現在、アクセス記録等の調査を進めております。併せて、個人情報保護委員

会への報告を行うなど、必要な対応を進めております。 

 

2. 漏えいの可能性のある情報の範囲 

① 当 BIツールに関連する弊社サービス：Qualiz（旧 GenKan-NS/TeiKan-NS 含む）・ACRO５ 

② 不正アクセスが発生した期間：2026年９月 22日～2026年 10月９日 

③ 漏えいの可能性のある件数：最大約 40,000件 

④ 漏えいの可能性のある内容：お取引先様および認定現場監査士の氏名、電話番号、Eメール    

アドレス  

※旧 GenKan-NS/TeiKan-NSのみ、認証情報が含まれます。 

※認定現場監査士のみ、住所・生年月日・資格・血液型が含まれます。 

※当該システムには、クレジットカード情報・銀行口座情報・本人確認書類等の情報は含まれ

ておりません。 

 

3. お客様へのお願いと二次被害への注意喚起 

現在のところ、本件に起因する個人情報の不正利用などの二次被害は確認されておりません。

お客様におかれましては、現時点で特別な手続きは不要です。 

しかしながら、不審なメールや電話、心当たりのない着信などが届いた場合は、添付ファイル

の開封や URL へのアクセスを絶対に行わないよう、十分にご注意をお願い申し上げます。弊社が

本件に関連して、電話やメールでパスワード、認証コード、銀行口座の暗証番号などをお尋ねす

ることはありません。 

 

4. 今後の対応と再発防止策 

現在も調査を進めておりますが、弊社サービスに関連するお客様に対しましては、早急に、状

況のご連絡を差し上げます。引き続き、対象システムの脆弱性の改修、監視体制の強化、ネット
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ワークアクセス権限の厳格な見直しを実施し、全社を挙げて情報セキュリティ体制の再構築に努

めてまいります。  

 

5. 業績への影響 

本件が当社業績に与える影響は軽微と認識しておりますが、新たに開示すべき事項が生じた場

合には、速やかにお知らせいたします。 

 

 

以上 


